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シ リ ー ズ

理
事
長
に
聞
く
！

日
本
の
風
土
に
最
適
な

「
畳
」
の
良
さ
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
！

〈組合概要〉

山口県畳工業組合
山口市三和町11-36

@083-922-1557

■業　　種 畳製造業
■出資金 126万円

■組合員数 87人

山口県畳工業組合
理事長　柳崎　　正　氏

◇有限会社柳崎畳店
代表取締役会長

◇山口県中小企業団体中央会
監事

◇山口県職業能力開発協会
理事

◇全日本畳事業協同組合　 監事

などの要職を務める　

■
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
畳
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
畳
需
要
は
、
生
活
様
式
の
変
化

に
伴
う
住
宅
設
計
の
提
案
が
「
和
室
」
か

ら
「
洋
風
」
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

我
が
国
の
住
居
か
ら
畳
離
れ
の
現
象
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。

ま
た
、
新
築
住
宅
の
減
少
で
、
住
宅
着

工
戸
数
も
前
年
度
を
下
回
り
、
畳
の
需
要

量
は
、
１，

８
０
０
万
畳
前
後
と
最
盛
期

の
半
分
に
も
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
現
状
の
課
題
は
何
で
す
か
。

「
畳
離
れ
」
を
な
ん
と
し
て
も
食
い
止
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
組
合
で
行
っ
て
い
る
畳
製

品
の
品
質
表
示
を
積
極
的
に
推
進
し
て
、

幅
広
く
消
費
者
に
安
心
・
安
全
な
製
品
を

お
届
け
す
る
こ
と
に
よ
り
需
要
拡
大
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
、
畳
の
良
さ
を
情
報
発
信
し
て
い

ま
す
。

■
組
合
の
沿
革
（
設
立
の
経
緯
）
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

当
組
合
は
、
昭
和
45
年
６
月
に
、
住
宅

の
洋
風
化
に
よ
る
畳
需
要
の
低
迷
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、「
山
口
県
畳
組
合
連
合

会
」
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
60
年
２
月
に

そ
の
任
意
組
織
を
「
山
口
県
畳
工
業
組
合
」

と
し
て
法
人
化
し
ま
し
た
。

■
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
活
動
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

畳
の
品
質
表
示
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
私
ど
も
組
合
員
が
製
造
す
る

畳
に
品
質
表
示
で
あ
る
「
証
紙
」
を
１
枚

貼
る
こ
と
で
、
消
費
者
に
大
き
な
安
心
・

安
全
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
証
紙
等
の
共
同
購
買
事
業
、

ま
た
、
福
利
厚
生
事
業
（
組
合
員
間
の
親

睦
）、
情
報
提
供
教
育
事
業
等
に
活
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

畳
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
（
茶
道
、
華

道
）
に
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

日
本
の
気
候
、
風
土
に
最
適
で
最
高
の
敷

物
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
畳
を
ご

購
入
の
節
に
は
、
品
質
の
保
証
が
で
き
る

組
合
員
に
ご
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
９
月
か
ら
12
月
ま
で
「
お

楽
し
み
抽
選
券
付
き
畳
工
事
セ
ー
ル
」
を

実
施
し
て
、
畳
需
要
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

ま
す
。

■
趣
味
や
特
技
、
最
近
、
熱
中
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

趣
味
は
、
好
き
な
ゴ
ル
フ
で
健
康
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

■
好
き
な
言
葉
や
モ
ッ
ト
ー
、
座
右
の
銘

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

「
一
期
一
会
」

ひ
と
つ
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。



重
大
な
下
請
代
金
法
違
反
行
為
に
つ

い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
へ
措
置
請
求

を
実
施
（
３
件
）。

平
成
20
年
度
（
４
月

〜
12
月
）
は
下
図
の
と

お
り
、
親
事
業
者
２
７，

６
８
６
社
、
下
請
事
業

者
７
４，

７
０
４
社
に

書
面
調
査
を
行
い
、
８

３
１
社
に
立
入
検
査
等

を
し
、
４，

７
２
９
社

に
改
善
指
導
・
書
面
警

告
を
行
っ
た
。

禁
止
行
為
の
違
反
と
し
て
は
、
下
請
代

金
の
支
払
遅
延
、
減
額
が
多
く
見
ら
れ
、

こ
れ
ら
に
対
し
改
善
指
導
を
実
施
。

実
体
規
定
違
反
（
下
請
代
金
法
４
条
違

反
）
の
う
ち
支
払
遅
延
が
44
％
、
減
額
が

34
％
で
、
全
体
の
79
％
を
占
め
る
。
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下
請
取
引
の
適
正
化
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
、
中
小
企
業
庁
が
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
内
容
と
平
成
21
年
度
に
取
り

組
む
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

１．

下
請
取
引
の
適
正
化
に
係
る

取
組
状
況

①
書
面
調
査

書
面
調
査
数
を
、
平
成
19
年
度
約
13

万
件
を
平
成
20
年
度
は
約
20
万
件
に
増
。

平
成
21
年
１
月
ま
で
に
既
に
発
出
済
み
。

②
立
入
検
査
等

従
来
の
立
入
検
査
に
加
え
、
下
請
代

金
支
払
遅
延
等
防
止
法
（
以
下
「
下
請

代
金
法
」
と
い
う
。）
違
反
を
繰
り
返
し

て
い
る
親
事
業
者
等
へ
の
事
情
聴
取

（
32
社
）、
原
油
・
原
材
料
の
価
格
高
騰

の
影
響
が
強
い
業
種
に
属
す
る
親
事
業

者
へ
の
特
別
立
入
検
査
を
実
施
（
１
１

６
社
）。

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
20
年
度
（
４
月

〜
12
月
）
は
、
親
事
業
者
８
３
１
社
に
立

入
検
査
等
を
行
い
、
４，

７
２
９
社
に
対

し
改
善
指
導
・
書
面
警
告
を
行
っ
た
。

③
措
置
請
求

∏

下
請
代
金
法
の
取
締
強
化

特 集

年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

件数 0 0 1 1 3

π

下
請
代
金
法

の
運
用
状
況

平成20年度（４～12月）の中小企業庁の下請法運用状況

下請事業者は親事業者の違反行為について申告することさえできない。

→関係行政機関が積極的に違反行為の発見に努めるため、下請代金法で報告徴収権（書面調査等）

及び立入検査権を付与。

ê書面調査

下請事業者からの相談・申告

ê

書面警告

親事業者 27,686社

下請事業者 74,704社

親事業者3,996社

へ書面警告を発出

立入検査 ê 改善指導

親事業者733社に対して1,653件に
上る改善指導を書面により実施。

例えば、不当減額等について
は、返還を指導しており、平成
20年度（４～12月）は親事業者
計199社から計約11.1億円を返還
等させた。

公正取引委員会へ

の措置請求・公表
公取委に
よる勧告ê ê

＜重大な違反行為に対し３件実施。＞

▼

▲

発注書面交付義務（法３条）、支払遅延、代金減額等11の

禁止行為（法４条）、書類保存義務（法５条）の違反状況

を踏まえ立入検査先を選定。

32件

（製造業16件、サービス業16件）

▼

親事業者799社に立入り。

※他に、32社に特別事情
聴取を実施

∫

下
請
代
金
法
違
反
の
内
訳

措置請求件数
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昨
年
秋
よ
り
、
輸
出
や
生
産
が
急
速
に

減
少
し
始
め
、
中
小
企
業
を
巡
る
経
営
環

境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
昨
年
11
月
の
要
請
に
加
え
て
、
改

め
て
、
次
の
よ
う
な
通
達
を
発
出
。

①
下
請
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
通
達

下
請
事
業
者
へ
の
不
当
な
し
わ
寄
せ

が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
下
請
取

引
の
適
正
化
に
向
け
た
指
導
を
す
る
よ

う
、
経
済
産
業
大
臣
と
公
正
取
引
委
員

会
委
員
長
と
の
連
名
に
よ
り
、
関
係
事

業
者
団
体
（
約
６
０
０
団
体
）
に
対
し

要
請
す
る
と
と
も
に
、「
下
請
か
け
こ
み

寺
」
へ
の
積
極
的
な
相
談
を
紹
介
。

②
下
請
事
業
者
へ
の
配
慮
等
に
関
す
る
通
達

「
振
興
基
準
」
の
遵
守
、
と
り
わ
け
、

以
下
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
と
関

係
大
臣
と
の
連
名
に
よ
り
、
関
係
事
業

者
団
体
（
約
７
０
０
団
体
）
に
対
し
要

請
。

ア
　
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
伴
う

下
請
事
業
者
へ
の
配
慮

イ
　
長
期
発
注
計
画
の
提
示
及
び
発
注

契
約
の
長
期
化

ウ
　
取
引
停
止
の
予
告

エ
　
下
請
代
金
の
支
払
方
法
の
改
善

２．

下
請
代
金
法
普
及
啓
発
事
業
の
実
績

下
請
代
金
法
の
違
反
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
。

主
に
親
事
業
者
の
実
務
担
当
者
を
受
講

対
象
と
し
て
お
り
、
企
業
の
裾
野
部
分
か

ら
の
法
令
遵
守
意
識
の
形
成
に
寄
与
し
て

き
た
。

●
２
月
末
現
在
の
開
催
実
績
は
、
90
回

（
受
講
者
数：

約
１
０，

０
０
０
名
）

３
月
中
に
２
回
を
開
催
し
、
平
成
20
年

度
の
開
催
見
込
み
は
、
合
計
で
92
回
。

●
一
日
コ
ー
ス
、
半
日
コ
ー
ス
等
受
講
者

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
全
国
各
地
に
お
い
て

開
催
。

現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、

企
業
の
経
営
層
に
対
す
る
直
接
的
な
下
請

代
金
法
の
周
知
活
動
が
、
企
業
ぐ
る
み
の

取
組
み
を
促
し
、「
下
請
取
引
の
適
正
化
」

の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
と
の
観
点
か
ら
、

緊
急
開
催
に
至
っ
た
事
業
。

●
２
月
末
現
在
の
開
催
実
績
は
、
52
回

（
受
講
者
数：

約
２，

０
０
０
名
）

３
月
中
に
45
回
を
開
催
し
、
平
成
20
年

度
の
開
催
見
込
み
は
、
合
計
で
97
回
、
受

講
者
は
約
３，

０
０
０
名
。

●
（
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会
と
連
携

し
（
後
援
名
義
）、
受
講
者
を
募
集
。

３．

下
請
か
け
こ
み
寺
の
実
績

「
下
請
か
け
こ
み
寺
」
事
業
に
つ
い
て

平
成
20
年
４
月
、
下
請
取
引
に
係
る
各

種
相
談
へ
の
対
応
、
裁
判
外
紛
争
解
決

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）、
下
請
適
正
取
引
等
の
推
進
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
下
請
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）
の
普
及
啓
発
を

行
う
よ
う
、
各
都
道
府
県
の
下
請
振
興
協

会
の
協
力
を
得
て
、
本
部
及
び
全
国
47
都

道
府
県
に
「
下
請
か
け
こ
み
寺
」
を
開
設

し
、
事
業
を
開
始
。

平
成
20
年
度
（
４
〜
12
月
）
に
お
い
て
、

親
事
業
者
１
９
９
社
に
対
し
て
、
総
額
約

11
・
１
億
円
の
下
請
代
金
の
減
額
分
や
支

払
遅
延
分
の
返
還
等
を
行
わ
せ
た
。

受領拒否 支払遅延 減額 返品 買叩き 早期決済 困難手形 利益要請 やり直し 合計

15 272 210 15 35 22 34 5 4 612

2.5％ 44.4％ 34.3％ 2.5％ 5.7％ 3.6％ 5.6％ 0.8％ 0.7％ 100％

平成20年度（４～12月）における
実体規定違反行為の内訳②

平成20年度（４～12月）における実体規定違反行為
の内訳①ª

減
額
・
支
払
遅
延
の
返
還
額
の
推
移

減額・支払遅延の返還額の推移

年度 平成18年度平成19年度 平成20年度
（４～12月）

返還額（百万円） 165 231 1,110

親事業者数 191 255 199

º

年
度
末
通
達
の
発
出

∏

下
請
代
金
法
講
習
会
事
業

π

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
事
業（
20
年
補
正
予
算
事
業
）
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①
相
談
業
務

47
都
道
府
県
下
請
振
興
協
会
と
（
財
）

全
国
中
小
企
業
取
引
振
興
協
会
の
48
か

所
に
お
い
て
親
身
な
相
談
対
応
を
行
う
。

●
事
業
開
始
か
ら
３
月
６
日
ま
で
の
相

談
件
数
は
３，

３
４
６
件
。

相
談
内
容
は
、「
支
払
遅
延
」、「
代
金

減
額
」
等
「
下
請
代
金
法
」
に
関
連
し

た
相
談
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
建
設

業
法
」、「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
」

に
関
す
る
相
談
。

●
昨
今
の
景
気
の
急
速
な
悪
化
を
反
映

し
、
相
談
件
数
は
年
明
け
以
降
急
速
に

増
加
。

②
弁
護
士
無
料
相
談
（
20
年
度
補
正
予

算
事
業
）

相
談
者
の
所
在
地
に
最
も
近
い
弁
護
士

（
全
国
１
６
４
名
の
弁
護
士
を
登
録
）
を
紹

介
し
、
弁
護
士
が
踏
み
込
ん
だ
相
談
対
応

を
行
う
。

●
11
月
17
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
相

談
実
績
は
、
２
９
９
件
。

相
談
内
容
は
、
全
体
の
６
割
は
「
代
金

回
収
」
に
関
す
る
相
談
で
あ
り
、
次
い
で

「
取
引
停
止
」、「
契
約
」
に
関
す
る
相
談
。

●
相
談
者
側
に
立
ち
、
問
題
解
決
に
向
け

て
複
数
回
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

な
ど
、
踏
み
込
ん
だ
相
談
対
応
事
例
が
多

く
見
ら
れ
る
。

【
相
談
事
例
】

工
事
現
場
の
警
備
を
請
け
負
っ
た
が
代

金
を
払
っ
て
く
れ
な
い
。
契
約
を
交
さ
な

か
っ
た
た
め
、
請
求
先
が
元
請
け
な
の
か
、

現
場
の
下
請
事
業
者
な
の
か
、
判
然
と
し

な
い
（
建
設
工
事
業
／
京
都
府
）。

→

当
時
の
資
料
等
が
相
談
者
の
手
元
に
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
相
談
者
の
資
金
繰
り
が

悪
化
し
て
い
た
た
め
緊
急
措
置
と
し
て
弁

護
士
名
で
代
金
未
払
で
あ
る
旨
の
通
知
文

を
元
請
け
に
発
出
し
た
。

全
国
各
地
で
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
に
よ
り
簡
易
・
迅
速
な
紛
争
解

決
を
行
う
。
各
都
道
府
県
に
約
１
８
０
名

の
弁
護
士
を
登
録
し
、
本
部
が
主
導
し
て

全
国
各
地
で
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
実
施
。

●
事
業
開
始
か
ら
３
月
６
日
ま
で
の
Ａ

Ｄ
Ｒ
実
施
件
数
は
18
件
。

都
道
府
県
別
内
訳
は
、
岩
手
県
（
１
件
）、

宮
城
県
（
１
件
）、
山
形
県
（
１
件
）、
埼
玉

県
（
１
件
）、
京
都
府
（
１
件
）、
福
岡
県

（
２
件
）、
沖
縄
県
（
１
件
）、
本
部
（
10
件
）

【
和
解
事
例
】

Ａ
社
は
、
衣
類
の
縫
製
を
Ｂ
社
（
中
小

企
業
）
か
ら
請
負
っ
た
が
、
納
期
が
短
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
若
干
納
品
が
遅
れ
る
こ

と
を
予
め
先
方
に
伝
え
、
そ
の
了
解
を
得

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
製
品
納
品
時
に
、

Ｂ
社
の
代
理
人
（
弁
護
士
）
か
ら
「
納
期

遅
れ
と
形
違
い
に
よ
り
販
売
時
期
を
逸
し

た
」
と
い
う
契
約
解
除
の
通
知
が
届
い
た
。

→
　
約
２
ヶ
月
間
の
調
停
を
経
て
、
物
品

の
引
き
取
り
と
、
約
１
０
０
万
円
の
縫
製

代
金
の
支
払
に
係
る
和
解
調
書
が
作
成
さ

れ
た
。

全
国
各
地
に
お
い
て
、
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
等
と
連
携
し
、
下
請
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
説
明
会
を
業
種
毎
に
開
催
し
、

普
及
啓
発
を
実
施
。

●
事
業
開
始
か
ら
２
月
末
ま
で
の
普
及
説

明
会
の
開
催
回
数
は
４
８
０
回
（
受
講
者

数：

約
１
０，

０
０
０
名
）。

ブ
ロ
ッ
ク
別
開
催
状
況
は
、
北
海
道
（
24

回
）、
東
北
（
62
回
）、
関
東
（
１
５
０
回
）、

中
部
（
６
３
回
）、
近
畿
（
５
７
回
）、
中
国

（
４
７
回
）、
四
国
（
１
６
回
）、

九
州
・
沖
縄
（
６
１
回
）

●
約
１
７
０
名
の
講
師
（
中
小

企
業
診
断
士
等
）
を
養
成
す
る

た
め
、
１
週
間
の
研
修
を
２
回

開
催
し
た
。

４．

平
成
21
年
度
山
口
県
の

下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
説

明
会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
に
つ
い
て
は
、

下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
説
明
会
を
、

以
下
の
３
業
種
の
組
合
を
対
象

に
繊
維
１
回
、
建
設
業
２
回
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
１
回
を
対
象

と
し
て
、
９
月
か
ら
12
月
の
間

で
計
４
回
実
施
す
る
予
定
。

下　請
代金法

建設
業法

貨物自動車
運送事業法

その

他
合計

805件 785件 190件 1,566件 3,346件

※「その他」には、下請

代金法が適用されない中

小企業同士のトラブルの

他、法令等に関する一般

的な質問等も含まれる。

下請かけこみ寺相談件数（月次実績）

∫

下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
普
及
業
務

素形材自動車
産業機械

航空機
繊維 情報通信

機器
情報サービ

スソフトウ
広告 建設業トラック運送業

建材住宅
設備

下請ガイド
ライン全体 合計

70 37 50 39 5 19 15 118 46 32 49 480

業種別開催実績

∏

相
談
業
務

π

簡
便
な
紛
争
解
決
業
務

相談の内容



目
指
し
て
お
り
、
認
知
度
・
評
価
が
高
ま

る
な
か
、
今
後
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

■
　
成
果

「
Ｌ
Ｓ
Ｐ
ー
01
」
は
販
売
以
後
、
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
・
半
導
体
工
場
・
大
型
ス

ー
パ
ー
な
ど
、
平
成
20
年
11
月
現
在
、
１

２
０
施
設
の
納
入
実
績
と
産
業
技
術
総
合

研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
札
幌

市
役
所
本
庁
舎
で
の
実
証
実
験
で
年
間
を

通
じ
て
、
消
費
電
力
60
％
・
Ｃ
Ｏ
２

29
ト

ン
が
削
減
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
で
産
業
技

術
総
合
研
究
所
な
ど
の
高
い
評
価
を
得
ら

れ
、
日
経
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の

公
共
メ
デ

ィ
ア
で
紹

介
さ
れ
る

な
ど
認
知

度
が
高
ま

っ
て
い

る
。ま
た
、

平
成
19
年

に
は
「
周

南
も
の
づ

く
り
ブ
ラ
ン
ド
」
の

認
定
、
平
成
20
年

に
は
「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
功
労
賞
」
を

受
賞
す
る
な
ど
社
会

的
に
も
製
品
の
高
い

評
価
を
受
け
て
い

る
。

山口県の中小企業　6

山口県先進組合事例

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
切
り
札

「
配
管
抵
抗
低
減
剤
」
で
搬
送
動
力
低
減

エ
ル
エ
ス
ピ
ー
協
同
組
合

産
学
公
連
携
に
よ
る
研
究
・
開
発
・
製
品

化
し
た
配
管
抵
抗
低
減
剤
（
Ｌ
Ｓ
Ｐ
ー
01
）

で
空
調
・
密
閉
系
冷
温
水
循
環
ポ
ン
プ
の

電
力
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
。

■
　
背
景
と
目
的

平
成
３
年
、
ú
周
南
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
産
・

学
・
公
の
「
Ｌ
Ｓ
Ｐ
（
配
管
抵
抗
低
減
）

研
究
会
」
が
発
定
し
、
研
究
・
特
許
取

得
・
実
証
実
験
な
ど
を
行
う
。
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の

製
品
化
と
と
も
に
平
成
７
年
に
組
合
を
結

成
し
販
売
を
開
始
し
た
。

空
調
等
の
冷
温
水
系
の
循
環
動
力
の
削

減
効
果
・
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
の
高
い
「
Ｌ

Ｓ
Ｐ
ー
01
」
は
、
平
成
20
年
度
現
在
、

１
２
０
施
設
の
販
売
実
績
を
誇
り
、
今
後

の
販
売
実
績
拡
大
も
十
分
期
待
で
き
る
。

■
　
事
業
・
活
動
の
内
容

当
事
業
に
お
い
て
特
徴
的
な
内
容
と
し

て
、
産
・
学
・
公
に
よ
る
研
究
・
製
品
開

発
へ
の
長
期
、
継
続
的
な
取
り
組
み
と
、

組
合
員
の
異
業
種
連
携
に
あ
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
少
な
い
メ
ン
バ
ー

に
も
関
わ
ら
ず
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
た
製
品
開
発
と
販
売
が
行
え
て
い

る
。
組
合
員
は
製
造
・
販
売
・
技
術
（
サ

ー
ビ
ス
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し

た
組
合
へ
の
貢
献
と
共
同
仕
入
、
共
同
販

売
そ
れ
に
伴
う
宣
伝
・
普
及
、市
場
開
拓
、

教
育
・
啓
蒙
等
の
活
動
を
行
い
、
市
場
の

認
知
度
を
高
め
つ
つ
、
製
品
の
販
売
量
の

拡
大
と
組
織
・
研
究
会
の
更
な
る
成
長
を

＜組合概要＞
○所 在 地：周南市築港町６－10

○電話番号：０８３４－２２－３１８１
○設　　立：平成７年９月　
○出 資 金：３７５千円
○組 合 員：３人

技
術
者
養
成
講
座
を
開
講
す
る
な
ど
、
利

用
者
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
運

営
を
行
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
た
背
景
を
振

り
返
る
と
、
当
組
合
の
基
本
理
念
を
ベ
ー

ス
に
、「
施
設
は
地
域
に
開
放
」「
若
い
人

た
ち
に
技
能
技
術
の
継
承
」
を
命
題
に
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
、
今

も
継
続
し
て
実
践
し
て
い
る
。

■
　
成
果

指
定
管
理
者
の
成
果
目
標
に
つ
い
て

は
、
制
度
導
入
前
の
利
用
状
況
と
比
較
し

て
申
請
件
数
・
利
用
者
数
と
も
増
加
し
、

現
在
も
そ
の
傾
向
を
維
持
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
実
績
が
評

価
さ
れ
、
平
成
20

年
度
に
募
集
の
あ

っ
た
美
祢
市
勤
労

福
祉
会
館
で
も
指

定
管
理
者
に
選
定

さ
れ
、
従
事
者
数

が
22
人
と
大
幅
に

増
加
し
た
。

２
カ
所
の
指
定
管
理
者
業
務
を
受
託

企
業
組
合
美
祢
市

中
高
年
雇
用
福
祉
事
業
団

最
初
に
取
り
組
ん
だ
指
定
管
理
者
業
務
が

高
い
評
価
を
受
け
、
新
た
に
公
募
さ
れ
た

施
設
管
理
業
務
も
受
託
し
組
合
員
数
が
大

幅
に
増
加
、
サ
ン
ワ
ー
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
活
動
の
輪
を
広

げ
て
い
る
。

■
　
背
景
と
目
的

美
祢
市
で
は
平
成
15
年
９
月
の
法
改
正

を
受
け
、
雇
用
能
力
開
発
機
構
よ
り
施
設

を
購
入
し
、
平
成
16
年
度
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
組

合
は
、
早
速
こ
の
指
定
管
理
者
制
度
に
応

募
し
、
組
合
の
基
本
理
念
や
日
常
の
活
動
、

提
案
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
、
指
定
管
理

者
に
選
定
さ
れ
た
。
平
成
20
年
度
か
ら
新

た
に
美
祢
市
勤
労
福
祉
会
館
の
指
定
管
理

者
が
公
募
さ
れ
、
当
組
合
が
選
定
さ
れ
従

事
者
数
が
22
人
と
大
幅
に
増
加
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

■
　
事
業
・
活
動
の
内
容

施
設
の
管
理
運
営
体
制
は
、
日
中
は
２

〜
４
人
体
制
で
行
い
、
来
客
者
の
ピ
ー
ク

が
過
ぎ
る
19
時
以
降
は
１
〜
２
人
体
制

と
、
利
用
状
況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応

し
て
い
る
。
指
定
管
理
者
を
受
託
し
て
以

降
、
新
た
に
７
人
の
新
規
雇
用
が
創
出
さ

れ
た
。

ま
た
、
自
主
事
業
に
つ
い
て
も
、
平
成

16
年
度
に
は
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ

た
各
種
パ
ネ
ル
展
や
健
康
教
室
を
開
催
、

平
成
17
年
度
に
は
情
報
収
集
・
情
報
発
信

が
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
（
利
用
者

の
希
望
に
応
じ
て
指
導
員
配
置
）
の
設
置

や
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
・
Ｓ
Ｑ
Ｌ
な
ど
の
情
報
処
理

＜組合概要＞
○所 在 地：美祢市大嶺町東分３０５８－３
○電話番号：０８３７－５３－１７７８
○設　　立：平成15年７月　
○出 資 金：３００千円
○組 合 員：21人

利用者を第一に業務に取り組む組合員

美祢勤労者総合福祉センター

配管抵抗低減剤（LSP-01）



成
功
裏
に
進
ん
で
い
る
一
方
、
中
国
や
ベ

ト
ナ
ム
製
品
と
の
厳
し
い
競
合
に
晒
さ
れ

て
い
る
繊
維
業
界
に
あ
っ
て
、
こ
こ
10
年

間
売
上
を
落
と
さ
ず
、
日
本
人
従
業
員
約

１，

０
０
０
名
の
雇
用
を
維
持
し
て
い
る

組
合
参
加
企
業
（
縫
製
加
工
５
社
）
の
状

況
を
み
れ
ば
、
本
組
合
の
取
り
組
ん
だ
本

事
業
は
、
ほ
ぼ
目
的
を
達
成
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
平
成
12
年

度
の
本
事
業
が
、
中
国
進
出
と
い
う
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
波
に
翻
弄
さ
れ
た
当
組
合
の

切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
か
ら
組
合
を
再
生
さ

せ
、
平
成
15

年
度
の
本
事

業
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
た

ブ
ラ
ン
ド

は
、
組
合
参

加
企
業
の
活

性
化
に
役
立

っ
て
お
り
、

共
に
本
事
業

本
来
の
自
的

が
達
成
さ
れ

て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
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成
し
た
。

②
取
り
組
み
の
背
景
と
経
緯

２
０
０
０
年
に
山
口
発
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
Ｉ
Ｎ
山
口
」
を

計
画
し
た
。
こ
の
企
画
は
山
口
県
中
央
会

に
持
ち
込
ま
れ
、「
地
場
繊
維
産
業
の
Ｐ

Ｒ
事
業
並
び
に
新
分
野
へ
の
進
出
」
事
業

と
し
て
平
成
12
年
度
の
中
小
企
業
活
路
開

拓
調
査
・
実
現
化
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
対
象
事
業
は
、
平
成
12
年

度
か
ら
の
３
年
間
の
成
果
（
新
人
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
発
掘
と
組
合
員
の
意
識
改
革
）
を

踏
ま
え
、
組
合
員
が
自
主
的
に
製
品
の
企

画
・
立
案
を
す
る
上
で
必
要
な
「
組
合
統

一
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
開
発
」
を
本
事
業
と

し
て
申
請
、
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
踏
ま
え
た

独
自
の
デ
ザ
イ
ン
が
付
加
さ
れ
た
メ
イ
ド

イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
デ
ニ
ム
製
品
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
、
世
界
に
は
勝
て
な
い
と
の
判

断
に
基
づ
き
立
案
さ
れ
た
事
業
で
あ
っ

て
、
ブ
ラ
ン
ド
名
『
Ｊ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
』
は
「
ジ

ャ
パ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
Ｉ
Ｎ
山
口
」
の
頭
文
字
を
冠
し
、
メ

イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
と
当
コ
ン
テ
ス
ト
と

の
関
連
を
印
象
付
け
る
も
の
と
し
た
。

３
　
具
体
的
な
成
果

「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
Ｉ
Ｎ
山
口
」
は
、
平
成
12
年

山
口
県
繊
維
加
工
協
同
組
合

中
小
企
業
活
路
開
拓
調
査
・

実
現
化
事
業

１
　
事
業
の
テ
ー
マ
（
平
成
15
年
度
）

組
合
統
一
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
開
発

２
　
事
業
の
概
要

①
本
事
業
へ
の
取
り
組
み
の
目
的
と
事

業
内
容

本
事
業
の
目
的
は
、
組
合
員
に
よ
る
自

主
的
な
企
画
・
立
案
に
も
と
づ
い
た
組
合

統
一
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
開
発
に
よ
っ
て
、

組
合
の
生
き
残
り
を
図
る
と
と
も
に
、
ア

パ
レ
ル
生
産
地
と
し
て
は
無
名
に
近
い
山

口
県
の
デ
ニ
ム
縫
製
品
（
ジ
ー
ン
ズ
）
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
組
合
統
一
ブ
ラ
ン
ド

『
Ｊ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
』（「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
Ｉ
Ｎ
山
口
」
の

頭
文
字
）
を
開
発
し
、
試
作
製
品
96
点
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
需
要
開
拓
事
業
と

し
て
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
（
Ｉ
Ｆ
Ｆ
・
横
浜
）」（
国

内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
３
万
人
、
世
界
19
カ
国

の
４
３
４
団
体
が
参
加
）
に
組
合
員
11
社

か
ら
48
品
を
出
展
、
併
せ
て
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
適
切
な
評
価
を
得
て
、
そ
の
後
の

組
合
活
動
の
方
向
を
決
定
す
る
基
盤
を
形

＜組合概要＞
○所 在 地：山口市宮野下69番地
○設　　立：昭和46年10月16日
○U R L：http://www.axis.or.jp/̃ysk
○組合の主な事業：金融事業、共同労務管理、教育情報事業
○組合の地区：山口県
○主な業種：繊維製品製造業
○出 資 金：９００千円
○組 合 員：13人
○事業総経費：4,667千円（うち補助金額　1,820千円）

山口県活路開拓事例

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
や
全
国
規
模
の

大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
世
界
的
ジ

ー
ン
ズ
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
平
成
15
年
（
第

４
回
）
に
は
、
１，

９
０
０
点
の
応
募
者

を
数
え
、
こ
れ
ま
で
で
約
１
万
点
の
応
募

か
ら
約
８
０
０
人
の
入
選
者
を
輩
出
し
て

い
る（
毎
回
の
来
場
者
約
５，
０
０
０
人
）。

現
在
で
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
制

度
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
の
開
催
か
ら
選
抜

さ
れ
た
10
名
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
登
録
、
業

界
へ
の
推
薦
、
紹
介
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
体
制
を
敷
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
が
認
め
ら
れ
平
成
19
年
度
に
は
「
第

二
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
青
少
年
支

援
部
門
で
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
。一

方
、「
組
合
統
一
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の

開
発
」（
平
成
15
年
度
本
事
業
）
で
立
ち

上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド
『
Ｊ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
』
は
、
前

述
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り
選
抜
さ
れ
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
含
め
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
技
術
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
高
級
ブ

ラ
ン
ド
『
匠
山
泊
』（
水
滸
伝
の
「
梁
山

泊
」
に
あ
や
か
っ
た
繊
維
の
豪
傑
た
ち
の

集
団
で
、
組
合
傘
下
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ
と
し
て
運

営
）
に
平
成
18
年
に
発
展
的
に
引
き
継
が

れ
て
お
り
、『
匠
』
マ
ー
ク
の
入
っ
た
ジ

ー
ン
ズ
は
高
級
ジ
ー
ン
ズ
と
し
て
国
内
外

で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
が
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会 員 紹 介

萩
阿
武
葬
祭
協
同
組
合

こ
こ
ろ
を
込
め
て
お
見
送
り

【
組
合
設
立
の
経
緯
・
目
的
】

萩
市
西
の
浜
火
葬
場
及
び
阿
武
町
火

葬
場
は
、
建
築
後
数
十
年
が
経
過
し
老

朽
化
が
激
し
い
た
め
、
萩
地
区
広
域
市

町
村
組
合
で
は
、
新
火
葬
場
・
葬
儀
場

を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
10

年
３
月
、
そ
の
運
営
管
理
業
務
を
受
託

す
る
こ
と
を
目
的
に
組
合
を
設
立
し
た
。

【
組
合
の
具
体
的
取
り
組
み
】

平
成
18
年
４
月
、
萩
市
か
ら
「
指
定

管
理
者
」
と
し
て
萩
や
す
ら
ぎ
苑
斎
場
、

田
万
川
火
葬
場
及
び
須
佐
火
葬
場
の
運

営
管
理
業
務
を
受
託
し
、
組
合
員
４
社

が
一
致
・
協
力
を
し
て
そ
れ
ら
の
運

営
・
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
、
萩
市
、
地
区
住
民
、
組
合
等

で
構
成
す
る
「
萩
や
す
ら
ぎ
苑
は
な
委

員
会
」
を
設
置
し
、
斎
場
等
の
周
辺
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、
桜
木
や
花
等
を

植
栽
す
る
な
ど
自
然
環
境
と
調
和
を
図

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

【
今
後
の
課
題
と
方
向
性
】

い
か
に
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
従

来
の
葬
儀
か
ら
、
自
分
ら
し
さ
を
葬
儀

に
も
求
め
る
故
人
や
遺
族
が
多
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
お
客
様
の
気

持
ち
を
取
り
入
れ
た
り
、「
家
族
だ
け
の

葬
儀
に
し
た
い
」「
故
人
の
意
思
を
反
映

し
た
葬
儀
に
し
た
い
」
な
ど
の
要
望
に

対
応
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
必
要

が
あ
る
。

今
後
と
も
、
地
域
に
密
着
し
、
お
客

様
の
気
持
ち
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
事

業
運
営
を
行
い
、
企
業
及
び
組
合
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

＜組合概要＞
○組合名　萩阿武葬祭協同組合
○理事長　藤原鼎甲
○住　所　萩市大字椿東6210-1
（TEL：0838-24-1100）
（URL http://www.axis.or.jp/̃onodaeki/）
○出資金　40万円
○組合員数　４人

ものづくり中小企業支援
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組合等ニュース

「
大
衆
薬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
活
動
を
実
施
！

山
口
県
医
薬
品
商
業
組
合

本
年
度
の
大
衆
薬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
改
正

薬
事
法
を
生
活
者
に
啓
蒙
す
る
こ
と
を
重
点
に
、

「
薬
は
リ
ス
ク
が
あ
る
、
対
面
販
売
と
相
談
応
需

が
必
要
」
を
基
本
と
し
た
、「
新
薬
事
法
」
施
行

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
零
細
小
売
店
の
地
位
の

向
上
と
活
性
化
の
た
め
活
動
を
行
っ
た
。

各
会
員
店
は
、
店
頭
に
チ
ラ
シ
を
掲
示
し
、

５
月
５
日
が
「
薬
の
日
」
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。

１．

実
施
期
間

平
成
21
年
５
月
１
日
〜
５
月
31
日

２．

実
施
場
所

◆
　
会
員
店
舗

◆
　
下
関
市
シ
ー
モ
ー
ル
正
面
玄
関
前
（
対
外
啓

蒙
活
動
）

（
対
外
啓
蒙
活
動
）

・
　
街
頭
活
動

５
月
10
日
　
11
時
〜
12
時
、

シ
ー
モ
ー
ル

正
面
玄
関
前

に
お
い
て
、

チ
ラ
シ
、
サ

ー
ビ
ス
品
、

薬
物
乱
用
リ

ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
を
実

施
し
た
。

「
長
門
湯
本
温
泉
」

地
域
団
体
商
標
に
登
録
！

長
門
市
深
川
湯
本
の
湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組

合
（
伊
藤
孝
身
理
事
長
）
で
は
、
地
域
団
体
商

標
と
し
て
出
願
し
て
い
た
「
長
門
湯
本
温
泉
」

が
、
特
許
庁
の
審
査
で
登
録
を
認
め
ら
れ
、
平

成
21
年
４
月
９
日
に
登
録
を
完
了
し
た
。

県
内
で
は
、
６
件
目
だ
が
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）

の
名
称
で
は
初
め
て
。

こ
れ
に
よ
り
、
出
願
団
体
で
あ
る
同
旅
館
協

同
組
合
と
そ
の
構
成
員
の
み
が
「
長
門
湯
本
温

泉
」
と
い
う
商
標
を
有
効
に
利
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

（
表
紙
写
真
）

内 容

実 施 時 期

融資限度額
融 資 利 率
保 証 料 率

融 資 期 間
融 資 枠
取扱金融機関

問い合わせ先

県では、夏場の中小企業の資金需要に対応するため、例年実施している夏季資金につ
いて、今年度は特に厳しい経営環境に鑑み、昨年より低利かつ前倒しで実施します。
５月11日（月曜日）～８月31日（月曜日）
（通常の開始時期より３週間前倒し）
800万円（※不況業種1,000万円、組合4,800万円）
年1.9％（責任共有制度対象外となるものは年1.7％、信用保証協会の保証無は年2.0％）
年0.34～1.76％（責任共有制度対象となるものは、0.34％～1.40％、対象外となるもの
は、0.40％～1.76％。なお、国のセーフティネット保証等に該当する場合は年0.65％。）
５ヵ月以内（原則として一括償還）
80億円（昨年度夏季　65億円、年末　65億円）
次の金融機関の県内本支店
（申込先）山口銀行、広島銀行、福岡銀行、西日本シティ銀行、伊予銀行、十八銀行、
西京銀行、もみじ銀行、親和銀行、岩国信用金庫、東山口信用金庫、防府信用金庫、
山口信用金庫、西中国信用金庫、萩信用金庫、山口県信用組合、朝銀西信用組合、
信用組合広島商銀、商工組合中央金庫
上記の取扱金融機関
山口県信用保証協会（TEL083-921-3094）
県経営金融課　金融支援班（TEL083-933-3188）

1

2

3
4
5

6
7
8

9

平成21年度夏季資金（短期運転資金）の前倒し実施について
「夏場のボーナス資金などに。県の夏季資金をご利用ください。」

※不況業種：760業種（中小企業信用保険法に基づき国が指
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月次景況調査結果
平成21年４月期

-90

-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

業種別の景況 業界の景況の推移 －全国平均との比較－

景 気 動 向
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○
Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
高
速
道
路
割
引
が
実
施

さ
れ
、
春
休
み
と
重
な
り
、
菓
子
店
は

大
き
な
恩
恵
を
受
け
た
。（
菓
子
製
造
業
）

○
厳
し
い
状
態
が
ま
だ
続
き
ま
す
。

（
繊
維
・
同
製
品
製
造
業
）

○
住
宅
着
工
数
の
回
復
は
見
込
み
が
立
た

ず
、
景
況
は
益
々
悪
化
し
て
い
る
。

（
製
材
業
・
木
製
品
製
造
業
）

○
平
成
20
年
度
の
組
合
員
の
出
荷
実
績
は
、

対
前
年
度
85
・
５
％
と
い
う
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

ほ
し
い
。

（
広
告
業
）

○
宿
泊
客
数
は
前
年
同
月
比
１
・
２
％
減

と
な
っ
て
お
り
、
製
造
業
等
に
比
べ
れ

ば
良
い
方
か
と
思
わ
れ
る
が
、
他
産
業

の
景
気
悪
化
の
影
響
が
こ
れ
か
ら
出
て

く
る
と
懸
念
さ
れ
る
。

（
旅
館
業
）

○
公
共
事
業
の
う
ち
、
山
口
県
発
注
の
契

約
額
は
前
年
比
24
％
マ
イ
ナ
ス
と
大
幅

な
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
、
災
害
復
旧

工
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
繰
越
事

業
も
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。（
柳
井
市
）

○
年
間
電
気
工
事
申
請
受
付
件
数
は
増
加
し

て
い
る
が
、
３
月
が
大
幅
に
減
少
。
又
、

案
件
が
少
な
い
事
に
よ
る
先
行
き
不
安
感

が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
る
。（
山
口
市
）

○
防
府
地
区
だ
け
で
な
く
、
周
南
、
光
、

下
松
全
て
の
地
域
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

た
。
前
々
年
度
が
比
較
的
好
調
だ
っ
た

こ
と
も
あ
る
が
、
企
業
活
動
や
個
人
消

費
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。（
周
南
市
）

○
ト
ラ
ッ
ク
関
係
で
も
、
輸
送
量
は
下
が

る
情
報
ば
か
り
。
政
府
の
景
気
対
策
向

上
を
期
待
す
る
が
政
治
、
経
済
と
も
に

あ
て
に
な
ら
な
い
。
当
組
合
は
、
健
全

経
営
を
維
持
す
べ
く
組
合
員
必
死
の
経

営
努
力
中
。

（
下
関
市
）

し
た
が
、
昨
年
に
比
べ
る
と
ほ
と
ん
ど

の
店
が
落
ち
て
い
る
。

（
畳
製
造
業
）

○
売
上
高
の
減
少
で
、
人
余
り
が
生
じ
て

い
る
が
、
今
の
環
境
は
当
面
続
く
と
予

想
し
つ
つ
人
件
費
の
削
減
等
を
図
り
、

受
注
増
を
期
待
し
て
い
る
。
（
周
南
市
）

○
各
業
種
に
わ
た
っ
て
、
売
上
高
、
収
益

と
も
悪
化
。

（
山
口
市
）

○
地
元
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
定
額
給
付

金
等
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
発
表

さ
れ
、
参
加
店
舗
の
登
録
も
上
々
に
推

移
し
て
い
る
。
消
費
行
動
の
起
爆
剤
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
が
大
き
い
。

（
周
南
市
）

○
入
館
者
数
　
微
減
。
高
額
商
品
、
衣
料

品
を
中
心
に
売
上
苦
戦
。

（
下
関
市
）

○
後
継
者
不
足
で
空
店
舗
が
５
年
以
内
に

増
え
そ
う
。

（
萩
市
）

○
昨
年
秋
か
ら
の
底
割
れ
が
続
く
。（
山
口
市
）

○
共
同
受
注
が
、
収
入
源
の
大
き
な
割
合

を
占
め
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
事
に
も

対
応
で
き
る
の
で
、
と
に
か
く
仕
事
が

【
情
報
連
絡
員
報
告
】

情
報
連
絡
員
と
は
、
県
内
の
組
合
の

中
か
ら
地
区
、
業
種
を
代
表
す
る
組
合

の
役
職
員
60
名
を
情
報
連
絡
員
に
委
嘱

す
る
制
度
で
す
。
情
報
連
絡
員
か
ら
毎

月
、
業
界
の
景
気
動
向
に
関
す
る
情
報

を
収
集
、
分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
会
（http://w

w
w
.axis.or.jp/

）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

食
料
品

○
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
調
整
が
一
段

落
し
、
増
産
傾
向
の
情
報
は
あ
る
が
、

ま
だ
金
型
製
作
ま
で
に
は
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。
業
種
別
で
は
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
受
注
が
底
堅
い
。

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

○
先
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
発
注
企
業
に

聞
く
と
、
よ
う
や
く
底
を
打
っ
た
感
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
業
種
に
よ
り
バ
ラ

ツ
キ
は
あ
る
も
の
の
薄
日
が
差
し
て
き

た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
こ
と
は
、
上
海

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
が
活
況
を
呈
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

（
そ
の
他
製
造
業
）

○
組
立
部
門
の
作
業
量
低
下
は
小
幅
だ
が
、

機
械
加
工
部
門
は
大
き
く
落
ち
込
み
見

通
し
が
立
た
な
い
。
周
辺
業
種
も
不
調

に
つ
き
、
営
業
の
成
果
は
総
崩
れ
状
態

に
あ
る
。（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

○
好
天
が
続
き
少
し
は
上
向
く
と
思
っ
て

い
た
が
、
異
動
、
転
勤
の
季
節
の
３
〜

４
月
は
、
１
〜
２
月
よ
り
発
注
量
は
増

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

一
般
機
械
器
具
製
造
業

鉄
鋼
・
金
属
業

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

建
設
業

小
売
業

そ
の
他
の
製
造
業

卸
売
業

商
店
街

サ
ー
ビ
ス
業

運
輸
業

繊
維
製
品
製
造
業

木
材
・
木
製
品
製
造
業
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毎月勤労統計地方調査結果 平成21年３月－山口県統計分析課

事業所規模5人以上

産 業
賃　　　　金 労働時間数及び雇用 労働異動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 253,205 224,475 19.1 143.7 135.1 8.6 460,506 25.5 1.39 2.22

建 設 業 332,073 241,091 21.2 163.1 155.8 7.3 35,637 9.2 2.08 2.70

製 造 業 287,805 258,647 18.8 150.8 140.3 10.5 105,744 11.9 1.08 1.07

電気・ガス・熱供給・水道業 397,921 371,439 19.4 153.7 144.5 9.2 3,679 2.4 0.41 0.00

情 報 通 信 業 391,087 338,003 19.3 168.7 144.0 24.7 3,824 11.4 0.63 0.47

運 輸 業 241,892 192,170 20.3 173.2 146.5 26.7 33,352 12.1 0.86 0.86

卸 売 ・ 小 売 業 177,003 168,284 19.0 129.2 124.3 4.9 90,301 50.9 1.12 4.11

金 融 保 険 業 392,080 357,684 19.5 156.8 148.9 7.9 11,232 3.4 1.18 2.76

施策シリーズ②
『
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の

高
度
化
に
向
け
た
研
究
開
発
を
行
い
た
い
』

戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業

重
要
産
業
分
野
の
競
争
力
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
（
鋳
造
、
鍛
造
、

切
削
加
工
、
め
っ
き
等
）
の
高
度
化
に
向
け
て
、
中
小
企
業
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
、

研
究
機
関
等
か
ら
な
る
共
同
研
究
体
に
よ
っ
て
、
川
下
産
業
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

反
映
し
た
革
新
的
か
つ
ハ
イ
リ
ス
ク
な
研
究
開
発
や
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
研
究
開
発
を
行
う
際
、
委
託
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
象
と
な
る
方

中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の

高
度
化
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
経
済
産

業
大
臣
が
指
定
す
る
、
特
定
も
の
づ
く
り

基
盤
技
術
の
高
度
化
に
向
け
た
研
究
開
発

に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
で
、「
中
小
企
業

の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関

す
る
法
律
」
の
認
定
を
受
け
た
方

燃
料
電
池
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
先
端
的
産

業
を
始
め
、
我
が
国
経
済
を
牽
引
し
て

い
く
製
造
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及

び
新
産
業
の
創
出
に
不
可
欠
な
も
の
づ

く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
向
け
て
、

中
小
企
業
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
、
研
究
機

関
等
か
ら
な
る
共
同
研
究
体
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
る
研
究
開
発
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容

ご
利
用
方
法

∏

経
済
産
業
局
に
対
し
、
公
募
期

間
中
に
提
案
書
を
提
出

π

経
済
産
業
局
に
お
い
て
提
案
内

容
を
審
査
し
、
採
択
先
を
決
定

∫

経
済
産
業
局
と
契
約
後
、
研
究

開
発
を
実
施
し
、
終
了
後
、
研
究

開
発
成
果
を
報
告

ª

経
済
産
業
局
か
ら
委
託
費
を
受

給お問い合わせ先
・中小企業庁　創業・技術課
電話：03-3501-1816
・中国経済産業局地域経済課
電話：082-224-5684
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中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

傘
下
の
中
小
企
業
の
経
営
者
等
に
適
切
な
会
計
処
理
に
基
づ
く
決
算
書
を
作
成
す
る

こ
と
の
意
義
、
財
務
情
報
の
経
営
活
動
へ
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
自
社
の
経
営
実
態
を
把
握
し
、
金
融
機
関
、
取
引
先
等
か
ら
の
資

金
調
達
力
の
強
化
や
、
受
注
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
く
た
こ
と

を
目
的
に
、
各
協
同
組
合
等
に
お
い
て
標
記
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
ご
案
内
し
ま
す
。

栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
旭
日
小
綬
章
】

田
　
中
　
直
　
行
　
氏

元
全
国
農
業
機
械
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
長

（
元
山
口
県
農
業
機
械
商
工
業
協
同
組
合
理
事
長
）

【
黄
綬
褒
章
】

坂
　
本
　
多
　
旦
　
氏

農
業

（
み
ど
り
の
風
協
同
組
合
理
事
長
）

１．

テ
ー
マ

不
況
に
負
け
な
い
経
営
力
を
つ
け
る

〜
上
手
な
資
金
の
つ
く
り
か
た
〜

２．

開
催
形
式
・
方
法

①
開
催
形
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
計

セ
ミ
ナ
ー
の
み
の
単
独
開
催
、
会
計
セ

ミ
ナ
ー
と
他
の
会
議
（
総
会
や
役
員
会
、

各
種
研
修
会
等
）

と
の
抱
き
合
わ
せ
開
催
等
、
特
に
問

い
ま
せ
ん
。

②
セ
ミ
ナ
ー
開
講
時
間
は
、
１
２
０
分

か
ら
１
８
０
分
程
度
で
す
。

③
複
数
回
の
開
催
も
可
能
で
す
が
、
受

講
者
の
重
複
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

④
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
期
間
は
、
平
成
22

年
３
月
10
日
π
ま
で
と
な
り
ま
す
。

⑤
セ
ミ
ナ
ー
は
、
開
催
団
体
（
貴
組
合

等
）、（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

（
以
下
「
中
小
機
構
」
と
い
う
）
及
び
全

国
中
央
会
が
業
務
を
分
担
し
て
開
催
し

ま
す
。

⑥
受
講
料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
受
講

者
か
ら
受
講
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

３．

目
標
定
員

セ
ミ
ナ
ー
１
開
催
当
た
り
参
加
者
数
が

10
人
を
下
ま
わ
る
場
合
は
、
分
担
金
に
つ

い
て
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

４．

講
師
の
選
定
及
び
派
遣

中
小
機
構
が
講
師
を
選
定
し
派
遣
し
ま

す
。
講
師
の
派
遣
費
用
や
旅
費
等
は
、
中

小
機
構
が
負
担
し
ま
す
。
講
師
は
原
則
と

し
て
（
社
）
中
小
企
業
診
断
協
会
の
推
薦

す
る
中
小
企
業
診
断
士
と
な
り
ま
す
が
、

開
催
団
体
が
指
名
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
事
前
に
全
国
中
央
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

５．

分
担
金
（
経
費
）
の
対
象

セ
ミ
ナ
ー
１
回
開
催
当
た
り
15
万
円
を

上
限
と
し
て
分
担
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

分
担
金
の
対
象
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
会
場
借
料
及
び
設
営
費

②
セ
ミ
ナ
ー
募
集
案
内
印
刷
費
等

③
セ
ミ
ナ
ー
募
集
案
内
等
送
料

④
臨
時
雇
用
職
員
雑
役
務
費

⑤
労
務
費

⑥
旅
費
（
交
通
費
）

⑦
管
理
費

６．

お
問
い
合
わ
せ
先

全国中小企業団体中央会

研修部（難波・西原）

住所：東京都中央区新川１-26-19

全中・全味ビル５Ｆ

電話：03-3523-4907

FAX：03-3523-4910

メールアドレス　s-kaikei@mail.chuokai.or.jp
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山口県中小企業団体中央会

第54回通常総会のご案内

山口県中小企業団体中央会青年部からのご案内

若手後継者及び組合青年部等交流会

日　時 平成21年６月15日∑ 13：30～
場　所 ホテルニュータナカ

山口市湯田温泉2-6-24

会員の皆様多数のご出席をお願いします。
※　本会は「夏期エコスタイル」を実施中
（６月１日～９月30日）につき、ノーネク
タイなどの軽装でお越し下さい。

お問い合わせ 総務課　@083-922-2606

日　時 平成21年６月25日∫ 15：30～16：20
場　所　シーモールパレス

（下関市竹崎町四丁目４ー８）
@083-231-7000

※会員の皆さまの多数のご出席をお願いいたします。

■お問い合わせ
中央会企画課（083-922-2606）

日　時 平成21年６月25日∫ 16：30～20：00
場　所 シーモールパレス（下関市竹崎町四丁目４ー８）

@083-231-7000
内　容
∏講　演（16時30分～18時）

「ピンチをチャンスに！
～カリスマ社長が語る商売繁盛の秘訣～」

講師　揚　野　雅　史
（有限会社ひっぱりだこ代表取締役社長
有限会社サクセスプランニング代表取締役社長）

今回は、小さなたこやきの屋台ひとつからはじめて、今や、全国
で、世間から、多くのマスコミから注目されている、カリスマ経営
者の登場です。
自分の夢を叶えるためのカリスマ経営者が持つ驚異の逆転の発想

など社長ならではの、考え、発想、成功術を聴くとともに社長と知
り合いになって、皆様のひとつの出会いにしてみませんか？

π懇親交流会（18時15分～20時） ※揚野講師も参加
対象者 県内の若手後継者及び組合青年部員等
懇親交流会費 １人　6,000円

■申込み・お問い合わせ
中央会企画課（083-922-2606）

“昨年度の中央会青年部通常総会”

第18回中央会青年部通常総会

“昨年度の中央会通常総会”




